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再構築をためらっている間に…

再編の進む保険業界では、競争力強化のた

めに、IT投資を継続しながら同時にITコス

ト削減を進めていくことが求められている。

さらに既存のシステムも維持および改善して

いかなければならない。

その既存システムでは、汎用大型コンピュ

ータ、クライアントサーバーシステム、Web

システムというように、複数の方式とプラッ

トフォームが混在している。新しいシステム

基盤上に再構築したいのだが、プログラムや

データの移行量を考慮するとなかなか踏み切

れない。そのうちに、新しい技術を使わなけ

ればならない場合が出てきてしまう。新しい

技術を使わなければ必要な機能が実現できな

い、あるいは新しい技術を使ったほうが低コ

ストで再構築できる場合などである。

新しい技術を使うには新しいシステム基盤

を構築しなければならないのだが、すでに開

発期限も決まっているので局所的な対応でし

のがざるを得ない。このようにしてさまざま

なシステム基盤が乱立し、複雑さは一層増し

て、コスト削減もなかなか進まないというこ

とになりかねない。

システム基盤として考慮すべきこと

システム再構築を決断したら、システム基

盤としてどのようなことを考慮すべきであろ

うか。

システム基盤構築には、ハードウェアと基

本ソフトウェアの組み合わせの選定、アプリ

ケーションを開発するためのミドルウェアの

開発が最低限必要とされる。しかしそれだけ

ではシステム開発はスムーズに進まず、メン

テナンスフェーズで多くの問題を引き起こ

す。システム基盤は、実行・開発・運用すべ

てのフェーズをカバーしなければならない。

レガシーと呼ばれる過去のシステム基盤で

は、実行環境のための仕組み以外に、開発環

境および運用環境の仕組みが備わり、さらに

それらを円滑に運営するための標準化や運用

における人間系のルールなどが存在している

はずである。それらは、当初はなかったにせ

よ、長年かけて蓄積されてきたものである。

新たなシステム基盤に習熟した人が少な

く、人間系のルールも不十分な状況では、要員

スキルを考慮した開発方式を確立することが

重要である。最近の技術はオブジェクト指向

を前提とするものが多いが、オブジェクト指
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向スキルを全面的に採用するのは一考の余地

がある。既存システムが残存している以上、

構造化手法をなくすことは困難だからである。

さまざまなスキルの要員がスキルセットによ

らず開発できるようにするには、オブジェク

ト指向スキルの必要な領域は基盤でラッピン

グして局所化するのもひとつの方法である。

また、メンテナンス開発を考慮した仕組み

作りも重要であろう。たとえば保険システム

においては、とくに損害保険のように、アプ

リケーションで扱う項目数が非常に多く、修

正範囲の確認に多くの手間がかかる。短期間

でシステム改訂を行うためにも、項目を一元

管理し、修正範囲を的確に把握するとともに、

修正に必要な各種情報を自動生成できる仕組

みが必要ではないだろうか。

現在の技術で実現する

現在、実用化されている技術を組み合わせ

ると、上で述べたことをどのように具体化で

きるだろうか。

まずオブジェクト指向スキルの必要性を局

所化するためには、EJB（サーバー用のJava

部品規格）やXML（拡張可能なマークアッ

プ言語）を利用した組み立て指向型のミドル

ウェアを使うことが考えられる。オブジェク

ト（部品）を事前に用意し、その部品の実行

順序を定義することでアプリケーションを構

築するのである。組み立て指向型のアプリケ

ーション開発であれば、構造化手法に慣れた

要員でも比較的取り組みやすい。またオブジ

ェクト指向スキルは部品作りを担当する要員

に局所化できる。

メンテナンス開発を容易にするためには、

項目を中心に設計情報をリポジトリ（データ

項目に関するデータを格納するデータベー

ス）で一元管理できる仕組みを構築する必要

があろう。このリポジトリを分析する機能を

追加することで、修正時の影響範囲が的確に

把握できるようになる。修正のための情報の

自動生成については注意が必要である。「ソ

ースコード」ではなく、「定義情報」を自動

生成するのであれば、生成したものを修正し、

コンパイルする必要はない。

技術面を支える環境整備の重要性

技術的には、中核となるシステム基盤とし

て開発フレームワーク製品（ミドルウェアや

開発ツール）を利用することが効果的である。

技術の進歩が速いので、自社ですべてを開発

していると、出来上がった頃にはサポートさ

れない技術になってしまうリスクがあるから

である。しかしながら注意すべきは、こうい

った開発フレームワーク製品は、システム基

盤で求められる要素をすべて満たしているわ

けではないことである。ただ採用・導入する

だけでは、使いこなすことは難しい。

前述した実行・開発・運用環境をカバーす

る仕組み、標準化、運用における人間系のル

ールを整備することが不可欠である。 ■
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